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１． 柏市の地域区分の設定

１

■柏市の地域区分の設定（町丁別︓住民基本台帳人口2023年の500ｍ圏集約値）

◎柏市内の各地域の年代別人口の状況について、
柏市総合計画を参考に以下のように４つの地域
区分を設定し、各地域区分にある特徴的な地域
を抽出し、考察します。
＊評価値として各町丁の半径500ｍ圏の集約値
(=商圏データ)を使用

[各地域区分]

①北部エリア／３地域選定
︓ＴＸ沿線の新興住宅地域

②中央エリア／３地域選定
︓商業都市「柏市」を担う中心市街地

③南部エリア／２地域選定
︓高度成長期からの成熟した住宅地域

④東部エリア／２地域選定
︓自然が豊かな旧沼南町

北部エリア

中央エリア

南部エリア

東部エリア



２

２． 各地域区分と年代別人口による考察 ： ①北部エリア ～ＴＸ沿線の新興住宅地域～

小青田３丁目

若柴

布施新町３丁目



◇ 柏の葉キャンパス駅のある「若柴」は、柏市の全329町丁のうち商圏500ｍ圏内の10歳未満人口及び40代人口が１位、30代人口
も２位と多い。また、人口伸び率も高い。→若年家族層の多い新興住宅地。

◇ 他の地域特性としては、一戸建て世帯比率は低く(マンションが多い)、富裕層が多い地域。

３

■「若柴」地域の周辺マップ（町丁別:10歳未満人口）

＊円:赤500ｍ・緑1km圏 ＊町丁別の値は500ｍ圏集約値(ラベルは総人口)

２． 各地域区分と年代別人口による考察 ： ①北部エリア ～ＴＸ沿線の新興住宅地域～

判定は５段階評価
の水準判定
(目次※2参照)

居住(夜間)人口 昼間人口



４

■「小青田３丁目」地域の周辺マップ（町丁別:10歳未満人口）

２． 各地域区分と年代別人口による考察 ： ①北部エリア ～ＴＸ沿線の新興住宅地域～

＊円:赤500ｍ・緑1km圏 ＊町丁別の値は500ｍ圏集約値(ラベルは総人口)

判定は５段階評価
の水準判定
(目次※2参照)

居住(夜間)人口 昼間人口

◇ 柏たなか駅西側の「小青田３丁目」の地域特性は「若柴」に近いが、10歳未満の人口２位＆構成比４位で、30代人口構成比が
３位であり、「若柴」に比べ、若い世代の比率がより高く、人口伸び率も高い。 →「若柴」よりさらに新しい住宅地。

◇ 駅東側では2021年頃に商業施設予定地がマンション建設に変更。卸小売、教育、医療福祉等の生活施設・店舗はまだ少ない。



５

■「布施新町３丁目」地域の周辺マップ（町丁別:70歳以上人口比率）

２． 各地域区分と年代別人口による考察 ： ①北部エリア ～ＴＸ沿線の新興住宅地域～

＊円:赤500ｍ・緑1km圏 ＊町丁別の値は500ｍ圏集約値(ラベルは総人口)

判定は５段階評価
の水準判定
(目次※2参照)

居住(夜間)人口 昼間人口

◇ 北柏駅・我孫子駅から約３km離れた「布施新町３丁目」は、70歳人口構成比が１位。また、人口伸び率が低く、昼夜間人口比、
一戸建て世帯比率も高い。 →昔からの住宅地で、リノベーション事業や生活支援等の再活性化が必要な地域と推察。

◇ 世帯人員比率は２人世帯が多いが、単身高齢者は14.9％と高い。２人世帯も高齢者中心のと推察され、今後に向け対策が急務。



６

２． 各地域区分と年代別人口による考察 ： ①北部エリア ～ＴＸ沿線の新興住宅地域～

■「若柴」地域の消費購買力

◇若年家族層で高消費の中学生以下の教育
費や子供服が上位。

◇切り花・園芸用品、健康食品、リフォーム等の
高齢者で高消費の品目が下位。

■「小青田３丁目」地域の消費購買力

◎ 消費購買力(2022年、金額:千円)の主要91品目について各地域の上位10位・下位5位を記述。地域特性を活かした商品・サービスの展開を検討。

■「布施新町３丁目」地域の消費購買力

◇上記「若柴」と概ね消費傾向は同じだが、
「若菜」に比べゲーム機等の玩具が上位。

◇高齢者が多いため、上記「若柴」と逆の消費
傾向にあり、園芸用品１位、リフォーム２位。

◇子供向けの教育費等が下位。



７

２． 各地域区分と年代別人口による考察 ： ②中央エリア ～商業都市「柏市」を担う中心市街地～

柏３丁目

中央１丁目

豊四季台３丁目
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■「柏３丁目」地域の周辺マップ（町丁別:20代人口）

２． 各地域区分と年代別人口による考察 ： ②中央エリア ～商業都市「柏市」を担う中心市街地～

＊円:赤500ｍ・緑1km圏 ＊町丁別の値は500ｍ圏集約値(ラベルは総人口)

判定は５段階評価
の水準判定
(目次※2参照)

居住(夜間)人口 昼間人口

◇ 柏駅東側の「柏３丁目」は20代人口１位。また、30代・40代人口構成比が３位、50代人口構成比が４位と各世代の労働人口
が多い。また、昼夜間人口比が高く、一戸建て世帯比率が低い、単身世帯が多い。→中心市街地型の居住地。

◇ 人口伸び率は高く、中心地の空洞化はみられない。マンション建設の再開発が推察され、マーケテイングには新住民の属性把握が重要。



９

■「中央１丁目」地域の周辺マップ（町丁別:30代人口）

２． 各地域区分と年代別人口による考察 ： ②中央エリア ～商業都市「柏市」を担う中心市街地～

＊円:赤500ｍ・緑1km圏 ＊町丁別の値は500ｍ圏集約値(ラベルは総人口)

判定は５段階評価
の水準判定
(目次※2参照)

居住(夜間)人口 昼間人口

◇ 「柏３丁目」の南にある「中央１丁目」は30代・50代人口１位。地域特性は「柏３丁目」に近いが、60代人口が３位であり、「柏３
丁目」に比べ、やや年齢層が高く、人口伸び率もやや低い。
→「柏３丁目」より落ち着いた居住地。同じ中心市街地にある隣接地でも、微妙に年齢層が異なることに留意。
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■「豊四季台３丁目」地域の周辺マップ（町丁別:70歳以上人口）

２． 各地域区分と年代別人口による考察 ： ②中央エリア ～商業都市「柏市」を担う中心市街地～

＊円:赤500ｍ・緑1km圏 ＊町丁別の値は500ｍ圏集約値(ラベルは総人口)

判定は５段階評価
の水準判定
(目次※2参照)

居住(夜間)人口 昼間人口

◇ 柏駅西側の約1.5kmの「豊四季台３丁目」は70代人口１位。人口伸び率、一戸建世帯比率は低く、単身世帯が多い。
→都市近郊の旧来からの団地地域。

◇ 昼間人口では20歳未満の比率が高齢者より高く、周辺の学校との連携による地域の再生が期待される。
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■「柏３丁目」地域の消費購買力

■「中央１丁目」地域の消費購買力

◎ 消費購買力(2022年、金額:千円)の主要91品目について各地域の上位10位・下位5位を記述。地域特性を活かした商品・サービスの展開を検討。

■「豊四季台３丁目」地域の消費購買力

２． 各地域区分と年代別人口による考察 ： ②中央エリア ～商業都市「柏市」を担う中心市街地～

◇中心市街地であり家賃地代１位、住居費
４位。また、家族世帯向けのゲーム機等の
玩具やパソコンが上位。

◇新築マンションも多く、リフォームや園芸品目
は下位。

◇高齢層が多いため、切り花・園芸用品、健康
食品、家事サービス等が上位。

◇教育費関連が軒並み下位。

◇隣接地であり、上記「柏３丁目」の消費傾向
とほぼ同じ。
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２． 各地域区分と年代別人口による考察 ： ③南部エリア ～高度成長期からの成熟した住宅地域～

豊住２丁目

しいの木台３丁目
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■「豊住２丁目」地域の周辺マップ（町丁別:10代人口）

２． 各地域区分と年代別人口による考察 ： ③南部エリア ～高度成長期からの成熟した住宅地域～

＊円:赤500ｍ・緑1km圏 ＊町丁別の値は500ｍ圏集約値(ラベルは総人口)

判定は５段階評価
の水準判定
(目次※2参照)

居住(夜間)人口 昼間人口

◇ 新柏駅より南に約800ｍの「豊住２丁目」は10代人口１位。当地域からさらに南の光ヶ丘団地は3位、光ヶ丘３丁目は５位。
→豊住地域は1970年代より宅地化が進んだ旧来からの都市近郊の住宅地だが、人口伸び率は高く、再開発も進み、
新規転入の若年家族層も多い。学習塾や子育て世代向けのサービス需要がある。
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■「しいの木台３丁目」地域の周辺マップ（町丁別:50代人口比率）

２． 各地域区分と年代別人口による考察 ： ③南部エリア ～高度成長期からの成熟した住宅地域～

＊円:赤500ｍ・緑1km圏 ＊町丁別の値は500ｍ圏集約値(ラベルは総人口)

判定は５段階評価
の水準判定
(目次※2参照)

居住(夜間)人口 昼間人口

◇ 柏市の南端の高柳駅より約2.4kｍの「しいの木台３丁目」は50代人口構成比１位。一戸建世帯比率がやや高く、３人世帯比率
が高いなど、周辺地域を含め落ち着いた住宅地となっている。

◇ 現在は10代人口も多く教育需要などが見込めるが、人口減少傾向にあり、今後は高齢化や空き家対策が懸念される。
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■「豊住２丁目」地域の消費購買力

■「しいの木台３丁目」地域の消費購買力

◎ 消費購買力(2022年、金額:千円)の主要91品目について各地域の上位10位・下位5位を記述。地域特性を活かした商品・サービスの展開を検討。

２． 各地域区分と年代別人口による考察 ： ③南部エリア ～高度成長期からの成熟した住宅地域～

◇若年家族層で高消費の中学・高校の教育
費が軒並み上位。

◇切り花・園芸用品、健康食品、リフォーム等の
高齢者で高消費の品目が下位。また、家賃
地代も下位。

◇上記「豊住２丁目」よりやや年齢層が高く、
高校の教育費が１位で、和服が５位。

◇家賃地代・住居費が低位。調査が必要だが
低家賃なら入居推進のウリになる可能性あり。
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２． 各地域区分と年代別人口による考察 ： ④東部エリア ～自然が豊かな旧沼南町～

手賀の杜２丁目

布瀬
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■「手賀の杜２丁目」地域の周辺マップ（町丁別:10代人口）

２． 各地域区分と年代別人口による考察 ： ④東部エリア ～自然が豊かな旧沼南町～

＊円:赤500ｍ・緑1km圏 ＊町丁別の値は500ｍ圏集約値(ラベルは総人口)

判定は５段階評価
の水準判定
(目次※2参照)

居住(夜間)人口 昼間人口

◇ 「手賀の杜２丁目」は４0代人口構成比１位で、10代人口構成比も高い柏駅より東に6km以上離れ最寄りに駅は無く、手賀大橋、
道の駅しょうなんからは約1.2km。一戸建世帯比率が高い住宅地域。

◇ 2022年より人口減少に転じているが、現在の年代構成より将来推計人口は増加予測。今後は子育て世代の定住策が必要。
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■「布瀬」地域の周辺マップ（町丁別:60代人口比率）

２． 各地域区分と年代別人口による考察 ： ④東部エリア ～自然が豊かな旧沼南町～

＊円:赤500ｍ・緑1km圏 ＊町丁別の値は500ｍ圏集約値(ラベルは総人口)

判定は５段階評価
の水準判定
(目次※2参照)

居住(夜間)人口 昼間人口

◇ 柏市の東端にある「布瀬」は60代人口構成比１位。周辺地域を含め人口減少と高齢化が深刻な地域。



19

■「手賀の杜２丁目」地域の消費購買力

■「布瀬」地域の消費購買力

◎ 消費購買力(2022年、金額:千円)の主要91品目について各地域の上位10位・下位5位を記述。地域特性を活かした商品・サービスの展開を検討。

２． 各地域区分と年代別人口による考察 ： ④東部エリア ～自然が豊かな旧沼南町～

◇若年家族層で高消費の教育費が軒並み上
位であり、特に中学生以下が高位。

◇切り花・園芸用品、健康食品、リフォーム等の
高齢者で高消費の品目が下位。

◇高齢層が多い地域だが、家賃地代・住居費、
パソコン、ゲーム機等の玩具が上位。

◇自動車等購入が最下位なのが特徴的。
教育費は軒並み下位。



（参考） 各年代別人口の商圏500m圏のランキング上位５位

◎ 本レポートで使用した各年代の10歳未満から70歳以上の下記８区分について、商圏ランキングを記述。
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・本資料は、総務省、環境省、国勢調査、MieNa（市場情報評価ナビ）の
データ等、一般に認識されている経済、社会情勢と一定の前提に基づき
作成されております。環境の変化等の事由により予告なしに変更される
可能性がありますので、ご了承ください。
・当所の承諾なしに、本資料の全部または一部を引用または複製する事を
禁じます。


